早稲田大学国際教養学部

ＡＯ入学試験要項

<2010年9月入学者用>
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Ⅰ．募集学年・募集人員
このＡＯ入学試験<9月入学>の区分で、国際教養学部国際教養学科1年生を約125名募集します。
※志願者の国籍、居住国、出身（見込）高等学校等の所在国の制限はありません。
※入学は2010年9月21日（火）（予定）となりますが、説明会やクラス分けのためのテスト等の行事が
2010年9月上旬頃から始まります。

※2年次、3年次への編入学の募集は行いません。
Ⅱ．出願資格
出願する者は、次の（1）・(2)の両方に該当していなければなりません。
(1)入学の意思

早稲田大学国際教養学部を第一志望とし、入学を強く志す者。

　　（他大学・他学部への出願を妨げるものではありません。）
(2)学歴

次の①～③のいずれかに該当する者。

①日本の学校教育法の定める高等学校または中等教育学校を卒業した者、および2010年9月20日までに卒業見

込みの者。

②日本の学校教育法の定める通常の課程による12年の学校教育を修了した者、および2010年9月20日までに修

了見込みの者。

③日本の学校教育法施行規則第69条の規定により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められ

る者のうち、次の1.～4.のいずれかに該当する者、および2010年9月20日までにこれらのいずれかに該当する見

込みの者。
1.　外国において、学校教育における12年の課程を修了した者、および2010年9月20日までに修了見込みの者、または「これに準ずる者で文部科学大臣の指定した者」⇒注）
2.　文部科学大臣の指定した者のうち、次の a.～d. のいずれかに該当する者、および2010年9月20日までにこれらのいずれかに該当する見込みの者で、2010年9月20日までに18歳に達する者。

a. 国際バカロレア資格を有する者。

b. アビトゥア資格を有する者。

c. バカロレア資格を有する者。

d. 文部科学大臣の指定した日本国内のインターナショナルスクールの修了者。

3.　その他、当学部において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、2010年9月20日までに18歳に達する者（学校教育法第1章第1条によらない、日本国内の外国人学校等(民族系学校、インターナショナルスクール等)の内、文部科学大臣の指定を受けていない学校を修了した者、および2010年9月20日までに修了見込みの者は、この規定に従い当学部で出願資格の認定を行います）。出願資格の認定が必要な場合、もしくは出願資格を満たしているか分からない場合は、出願の１ヶ月前までに、当学部アドミッションズ･オフィスまで必ずお問い合わせください。
4.　文部科学大臣の行う高等学校卒業程度認定試験（大学入学資格検定を含む）に合格した者、および2010年9月20日までに合格見込みの者で、2010年9月20日までに18歳に達する者。
⇒注）「これに準ずる者で文部科学大臣の指定した者」とは、

1）外国において学校教育における12年の課程を修了した者と同等以上の学力があるかどうかに関する認定試験に合格した者

2）初等・中等教育制度が12年の課程に満たない国で教育を受けた後、文部科学大臣が指定した日本の準備教育課程を修了した者

3）高等学校に対応する外国の学校の課程と同等の課程を有するものとして当該国の学校教育制度において位置づけられた日本国内のインターナショナルスクール、外国人学校を修了した者
などが該当しますが、何れも2010年9月20日までに18歳に達する必要があります。

※12年の初等・中等教育を飛び級や繰上げ卒業により、12年未満で修了したことに伴い、大学入学時の年齢が18歳未満となる場合は、出願資格について当学部アドミッションズ･オフィスまで必ずお問合せください。

※日本国内および日本国外の両方の学校に在籍した場合、その在籍期間についての制約を設けません。
ただし、高等学校（またはそれに相当する教育機関）の在籍期間のすべてについて、成績が証明できる
書類を提出する必要があります。

※出願区分に国籍は関係ありません。
※身体機能の障害により、受験・就学に際して特別な配慮を必要とする場合は、出願の１ヶ月前までに、

当学部アドミッションズ･オフィスまで必ずお問い合わせください。また、大きな病気やけがのため、受験に支障をきたす恐れがある場合、あるいは出願後にそのような状態になった場合でも、速やかにお問合せください。

Ⅲ．出願手続

(1)出願期間

＜前期＞　2010年1月7日（木）～2010年2月18日（木）　（締切日必着）
＜後期＞　2010年3月1日（月）～2010年4月14日(水) 　（締切日必着）
※出願時期により選考スケジュールが異なります。選考スケジュールは8ページで確認してください。

※出願期間終了後に到着した出願書類は、受け付けません。

※出願は、前期または後期のいずれか1回に限ります。
※出願はすべて郵送に限ります。直接当学部事務所へ持参されても一切受け付けません。
 (2)検定料

出願に際して検定料の納入が必要となります。検定料の納入は、出願前に必ず行ってください。検定料を納入していない方の出願は受け付けません。

また、一度納入した入学検定料は、6ページに説明するケースを除きどのような事情があっても返還しませんので注意してください。 検定料は、出願者の出願時の居住地および国籍により、次の金額となります。

単位（日本円）

	出願者の出願時の居住地
	出願者の国籍
	検定料

	日本国外
	日本国籍を有しない者
	20,000

	
	日本国籍を有する者（重国籍を含む）
	35,000

	日本国内
	国籍を問わず
	35,000


(3)検定料納入方法

①日本国外から納入する場合

日本国外から納入する場合は、金融機関で入学検定料に円為替手数料2,500円を加算した金額を、下記の要領で外国送金してください。検定料納入後、外国送金依頼書のコピーを Application Form にクリップ留めし、出願書類に同封してください。


送金種類：電信送金 (Telegraphic Transfer)


支払方法：通知払 (Advice and Pay)


円為替手数料：受取人負担 (Payee’s Account) 


送金金額：検定料に円為替手数料2,500円を加えた金額


（現地振込銀行において、別途手数料がかかる場合は、上記金額とは別に窓口で支払ってください）


送金目的：入学検定料 (Screening Fee)


送金先：
銀行名：みずほ銀行 (The Mizuho Bank, Ltd.)



支店名：高田馬場支店 (Takatanobaba Branch)



口座番号：普通預金 2388606 (A/C 2388606)



受取人：早稲田大学 (Waseda University)



銀行住所：〒169-0075　東京都新宿区高田馬場1-26-5
(1-26-5 Takadanobaba Shinjuku-ku Tokyo 1690075, Japan)



スウィフトコード：MHBKJPJT


※送金目的(Purpose of Remittance)を入学検定料(Screening Fee)とし、連絡事項(Message to Payee)に
志願者本人の氏名(Applicant's Name)を必ず記入してください。
②日本国内から納入する場合

②-1. 日本国内に居住する出願者、日本国外に居住する日本国籍を有する出願者の代理人
日本国内から納入する場合は、最寄のコンビニエンスストアにて検定料をお支払いください。

コンビニエンスストアからの検定料納入期間
2009年12月1日（火）～2010年4月14日（水）

コンビニエンスストアでの支払いに際しては、事前にパソコンもしくは携帯電話よりインターネット上の「受験料コンビニ支払いサイト」（http://e-shiharai.net/）にアクセスをして所定申込手続を完了させる必要があります。支払い終了後、『入学検定料・選考料取扱明細書』の「収納証明書」部分を切り取り、『Application Form』の所定欄（“Certificate of Payment of the Screening Fee”）に貼り付けて提出してください。詳細は当学部ホームページ上にある「入学検定料支払方法」（以下のURL）を確認してください。

http://www.waseda.jp/sils/jp/e_student/exam/ao_02.html
※支払いは、土日・祝日を問わず、24時間いつでも可能です。ただし、納入期間最終日（4月14日）の「Webサイトでの申込」は23：00までとなりますので注意してください。
※家族・知人が代理で手続きをする場合でも、必ず志願者本人の情報を入力するようにしてください。

※以下の理由に該当する為にコンビニエンスストアでの支払いが困難な方は、銀行窓口から振り込んでください。当学部指定の振込依頼書は、以下の②-2を参照してください。

a. インターネット環境（パソコンもしくは携帯電話）を有していない方。

b. お住まいの地域にコンビニエンスストアが無い方。

②-2. 日本国外に居住する日本国籍を有しない出願者の代理人
当学部所定の振込依頼書でゆうちょ銀行を除く最寄りの銀行窓口から振り込んでください（振込手数料が必要です）。検定料を振り込み後、入学検定料等振込証明書（収納印が押されているもの）を Application Form にクリップ留めし、出願書類に同封してください。

当学部所定の振込依頼書は、日本国内に居住する方（志願者の知人も可）に無料で郵送しますので、電子メールで英語または日本語で申し込んでください。

電子メール送付先：sils-request@list.waseda.jp

送信する内容：「検定料振込依頼書送付希望」の旨、出願区分（「AO入試9月入学」と書く）、出願者の国籍、

出願者の出願時居住国、検定料振込依頼書の送付先郵便番号、住所、氏名、電話番号

※現金自動預支払機（ＡＴＭ）、携帯電話、パソコン等からは、振り込まないでください。

※金融機関の窓口営業時間には十分注意してください。土日・祝祭日は休業となります。

※家族・知人が代理で手続きをする場合でも、必ず志願者本人の情報を入力するようにしてくだ

さい。

(4)出願方法

出願書類を市販の封筒にまとめて封入し、下記の宛先まで郵便局窓口から「簡易書留・速達便」または、国際宅配業者を利用して送付してください。

※送付する封筒の表面にＡＯ入試＜9月入学＞願書在中と朱書きしてください。

※出願書類受理証明書等は発行しません。出願書類が大学に到着しているかどうかは、ご自分で郵便

局引受番号または国際宅配業者の追跡番号等で確認してください。

※国際教養学部事務所への直接持参、ＦＡＸや電子メールによる送付は、受け付けませんので注意して

ください。

(5)出願書類

出願書類は、16ページ以降で詳細を確認して間違いの無いように準備してください。

送付前に出願書類チェックリスト(Application Documents Checklist)により送付物を確認し、チェックリストを出願書類と共に送付してください。

(6)出願上の注意
●出願書類に不備があった場合は、受験できないことがありますので十分に注意してください。当学部から連絡

があった時はその指示に従ってください。また、提出された書類に虚偽があった場合は出願を取り消します。
●一度提出した書類・資料等および納入した入学検定料は、どのような事情があっても返還しません。ただし、以下のケースに該当する場合には、入学検定料に限り返還します。該当する方は、当学部アドミッションズ・オフィスまで連絡してください。
１）検定料を支払ったが、出願書類は提出しなかった
２）出願資格を満たさなかった、または、出願締切後に出願書類を提出した
●出願後に住所・電話番号等を変更した方は、当学部アドミッションズ・オフィスまで速やかに連絡してください。

●受験時の交通・宿泊については、大学は斡旋していませんので、各自で手配してください。
(7)その他の注意

受験環境について

可能な限り公平・静粛な受験環境の確保に努めますが、やむを得ず以下のような対応をとることがあります。

① 生活騒音（航空機・自動車・風雨・空調の音、周辺の受験者の咳・くしゃみ・鼻をすする音、携帯電話の鳴動など）が発生した場合でも、原則として特別な措置は行いません。

② 審査中に携帯電話や時計などの音・振動などが発生し、発生源のかばんなどが特定できた場合、持ち主の同意なく監督員が審査会場外に持ち出し、試験本部で保管することがあります。

③ 机、椅子、空調、音響設備等の審査教室による違いは一切考慮しません。

④ 他の受験者が迷惑と感じる行為がある場合、別室受験を求めることがあります。

不可抗力による事故等について
台風、地震、洪水、津波等の自然災害または火災、停電、その他不可抗力による事故等が発生した場合、審査開始時刻の繰下げ、審査の延期等の対応措置をとることがあります。ただし、それに伴う受験者の不便、費用、その他の個人的損害については何ら責任を負いません。
	個人情報の取り扱いについて

当学では、志願時に収集した個人情報（住所・氏名・生年月日等）を、入学試験実施、合格者発表、入学手続およびこれらに付随する業務のために利用します。その際、当該個人情報の漏洩・流出・不正利用等がないよう、必要かつ適切な管理を行います。また、上記業務の全部または一部を委託する場合があります。その場合、委託先に対し、契約等により、必要かつ適切な管理を義務付けます。
なお、個人が特定できないように統計処理した個人情報を、大学における入学者選抜のための調査・研究の資料として利用します。予めご了承ください。


Ⅳ．選考スケジュールおよび審査方法

出願期間を前期と後期に分け、下記のスケジュールにより審査を行います。

選考は、書類審査および面接審査により行います。面接審査は、書類審査を通過した方のみを対象として実施します。

	
	前期
	後期

	出願期間
	2010年1月7日（木）～2010年2月18日（木）

（締切日必着）
	2010年3月1日（月）～2010年4月14日(水)
（締切日必着）

	書類審査結果

面接審査案内発送
	2010年3月12日（金）

※郵送による結果通知の発送日であり、

到着日ではありません。

※ホームページ上での結果通知およびE-mailでの結果通知は行ないません。
	2010年5月28日（金）

※郵送による結果通知の発送日であり、

到着日ではありません。

※ホームページ上での結果通知およびE-mailでの結果通知は行ないません。

	面接審査期間
	2010年3月27日（土）～2010年4月11日（日）
	2010年6月5日（土）～2010年6月20日（日）

	合格者発表
	2010年4月23日（金）　日本時間10:00
	2010年6月25日（金）　日本時間10:00



※出願時期により、判定に有利不利が生じることはありません。


※前期または後期のいずれか1回しか出願することができません。


※電話、ＦＡＸ、電子メール等による審査結果に関する問い合わせはお断りしますのでご了承ください。
(1)書類審査

出願時に提出された書類を審査します。

ＡＯ入学試験の書類審査では、「大学入学資格試験・統一試験の結果」および「英語能力を証明する書類」を重視します。ガイドラインに沿って提出してください。詳細は19～22ページをご覧ください。
(2)面接審査

書類審査の結果、面接審査を受験できるか否かを、出願時期に基づき、前述の日程で出願者全員に Application Form で指定された “Mailing Address” 宛にＥＭＳまたは簡易書留郵便等で発送します。前述の日程で日本から発送しますので、居住地によっては到着まで数日を要する場合があります。（発送先住所に変更が生じた場合には、当学部アドミッションズ・オフィスまで必ずご連絡ください）
なお、電話、ＦＡＸ、電子メール等による書類審査結果に関する問い合わせはお断りしますのでご了承ください。

書類審査の通過者には、書類審査の結果に加え、面接審査の案内および受験票を同封します。但し、受験票は後日、別送する場合があります。面接日まで日数に余裕がない方には、書類での通知と共に、電話または電子メールにより連絡することがあります。
●面接審査会場：東京（早稲田大学早稲田キャンパス）および国外の主要都市で実施します。

●面接審査方法：英語により、対面または遠隔会議システムを利用して実施します。

※書類審査の結果により、面接審査日当日に英語による小論文等の筆記試験を受験いただくことがあります。詳細は面接審査の案内と同時に通知します。

　 ●面接審査上の注意：パソコンやその他持参品を使用しての面接は固くお断りしております。

　◆[面接の希望調査について]

面接場所および日程については、志願者の居住国およびその国からの出願者数等を考慮し、当学部で指定
します。現在予定されている面接場所および日程は以下のとおりです。
「出願書類チェックリスト（Application Documents Checklist）」に掲載されている「【Interview Questionnaire】」の表において、希望する面接の欄に、2つまでチェックをしてください。面接場所および日程を決定する際に考慮します。（ただし、あくまでも希望を伺うものであり、必ずしも希望に添えない場合もあります。また、やむを得ない事情により日程・場所の変更が生じる場合もありますので、予めご了承ください。また、面接日程・会場の変更に伴う、受験生の不便・費用その他の個人的損害については、当学部では何ら責任を負いません。）
【面接予定地および日程】

	場所
	前期
	後期

	東京（早稲田大学）
	2010年3月27日（土）

2010年4月10日（土）
	2010年6月5日（土）

2010年6月19日（土）

	上海
	2010年3月27日（土）
	2010年6月12日（土）

	北京
	2010年4月3日（土）
	2010年6月19日（土）

	台北
	2010年4月3日（土）
	2010年6月12日（土）

	シンガポール
	2010年3月27日（土）
	2010年6月19日（土）

	ソウル
	2010年4月10日（土）
	2010年6月19日（土）

	ニューヨーク
	2010年4月10日（土）
	2010年6月19日（土）

	バンコク
	2010年3月27日（土）
	2010年6月19日（土）


　　　　
※上記以外の場所の希望がある場合には、上記の中から少なくとも１つを選んだ上で、"[Others]"に、希望の日程・場所を記入してください。（"Others"に記入頂いた場所については、会場決定の際に参考としますが、必ず実施することをお約束するものではありませんので、予めご了承ください。）
(3)受験上の注意

早稲田大学では、入学試験を厳正に実施し、全ての受験者が公平・公正に受験できるよう、以下の注意事項を定めています。早稲田大学入学試験の受験に際しては、この注意事項を熟読のうえ、真剣な態度で試験に臨んでください。 
１．次のことをすると不正行為となることがあります。
①カンニング（カンニングペーパー・参考書・他の受験者の答案等を見ること、他の人から答えを教わることなど）をすること。
②筆記試験において、使用を認められていない用具を使用して問題を解くこと。
③筆記試験において、「試験開始です。」の指示の前に、問題冊子・解答用紙に触れること
　　　（冊子を開く、解答を始める、裏面・余白などに書き込みを行うなど）。
④筆記試験において、「試験終了です。筆記用具を置き、解答用紙を裏返しにしてください。」の指示に

従わず、筆記用具を持っていたり解答を続けたりすること。
⑤試験時間中に、答えを教えるなど他の受験者を利するような行為をすること。
⑥試験時間中に携帯電話を身に付けること。 

⑦試験時間中に携帯電話や時計の音（着信・アラーム・振動音など）を鳴らすこと。
⑧試験場において他の受験者の迷惑となる行為をすること。
⑨試験場において試験監督員等の指示に従わないこと。 

⑩志願者以外のものが志願者本人になりすまして試験を受けること。
⑪その他、試験の公平性を損なう行為をすること。
２．不正行為の疑いがある場合、次のような対応をとることがあります。
①試験監督員等が注意をする、または事情を聴くこと。
②別室での受験を求めること。
３．不正行為と認められた場合、次のような対応をとることがあります。 

①それ以降の受験および当該年度における当学の全ての入学試験の受験を認めないこと（入学検定料は返還しない）。
②当該年度における当学の全ての入学試験の結果を無効とすること。
Ⅴ．合格者発表
出願時期により、下記の日時で合格者を発表します。
	
	前期
	後期

	出願期間
	2010年1月7日（木）～2010年2月18日（木）
	2010年3月1日（月）～2010年4月14日（水）

	合格者発表
	2010年4月23日（金）　日本時間10:00
	2010年6月25日（金）　日本時間10:00


 (1)ホームページ上での合格者発表
出願時期により、上記の日時に当学部ホームページ（http://www.waseda.jp/sils/jp/e_student/）上に合格者の受験番号を掲載します。掲載期間は、2010年7月9日（金）までとします。

(2)郵送での結果通知
合格者発表日に、面接審査受験者全員へ、Application Form で指定された “Mailing Address” 宛にＥＭＳ、簡易書留郵便等にて合格者受験番号表を発送します。上記の日時に日本から発送しますので、居住地によっては到着まで数日を要する場合があります。
※電話、ＦＡＸ、電子メール等による合否の問合せはお断りします。

※合格者には、合格証明書および入学手続に関する案内を同封します。
Ⅵ．入学手続
出願期間により、下記の日程で入学手続を受け付けます。

	
	前期
	後期

	出願期間
	2010年1月7日（木）～2010年2月18日（木）
	2010年3月1日（月）～2010年4月14日（水）

	合格者発表
	2010年4月23日（金）　日本時間10:00
	2010年6月25日（金）　日本時間10:00

	第一次入学手続期間(学費等の振込）
	2010年4月26日（月）～2010年5月10日（月）
	2010年6月28日（月）～2010年7月9日（金）

	第二次入学手続期間(入学手続書類の提出)
	2010年7月中旬を予定（合格者に通知します。）


入学手続は、次の２つを行うことにより完了します。

（1）第一次入学手続（学費等の振込）
上記期間中にゆうちょ銀行を除く最寄りの銀行窓口から登録料（入学金相当額）および学費等（2010年度後期分）を振り込むことにより完了します。外国から送金する場合の情報も含め、詳細は合格者に通知します。
（2）第二次入学手続（入学手続書類の提出）
第一次入学手続完了者へ、 Application Formで指定された “Mailing Address” 宛にＥＭＳ、簡易書留郵便等で入学手続関係書類を送付します。この時に同封する「入学手続の手引き」を参照し、入学手続書類を提出してください。
※一度納入した学費等は、原則として返還しません。ただし、やむを得ない事情により入学を辞退する場

合には、登録料（入学金相当額）以外の学費等（2010年度後期分）のみ返還の対象となります。手続
方法等、詳細については合格者に送付される「入学手続の手引き」をご覧ください。
Ⅶ．国際教養学部のカリキュラムについて

国際教養学部のカリキュラムは、日本語が母語(First Language)である学生用の「Study Plan 1」と、日本語以外の言語が母語である学生用の「Study Plan 2」に分かれています。Study Planは原則として、母語により自動的に決定されますが、次の表で違いを確認し、自分に適しているStudy Planを選択して、Application Formに記入してください。

	
	Study Plan 1
	Study Plan 2

	定義
	母語が日本語の学生で、日本語による科目履修（読解力、会話力、聴解力共に）に支障の無い学生。


	母語が日本語以外の学生。母語が日本語の学生でも、日本語による科目履修に支障がある場合、海外在住経験が長い場合は選択可能。

	カリキュラム

内容
	・英語科目が必修、様々な英語力補強のプログラムを用意しています。

・英語能力が一定基準を超えている場合、英語科目の一部が免除されます。

・海外学習期間（留学）が必須

・1年次に行われる基礎演習Ａ等、

一部の授業が日本語で行われます。
	・日本語科目が必修、習熟度別に日本

語教育を学びます。

・日本語能力が一定基準を超えている場合

は、免除制度があります。

・英語能力が一定基準を超えている場合

は、英語科目の一部が免除されます。

・海外学習期間（留学）は任意


Ⅷ．学費・諸会費(2010年度9月入学者)　
【初年度】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
単位（日本円）
	納入期
	入学金

（登録料）
	学　　　費
	学生健康増進互助会費
	合計

	
	
	授業料
	基礎教育

充実費
	施設費
	
	

	入学時

（2010年度後期分）
	200,000
	564,000
	100,000
	72,500
	1,500
	938,000

	2011年度

前期分
	－
	568,000
	－
	72,500
	1,500
	642,000

	計
	200,000
	1,132,000
	100,000
	145,000
	3,000
	1,580,000


※カリキュラム上、主として日本語を母語とする学生にとって必須となる海外留学期間は、早稲田大学と留学先大学の両方に二重に学費を支払う必要はありません。ただし、留学プログラムにより必要な学費は異なります。また、学費の他に、渡航費用や現地での住居費、食費、生活費等が別途かかります。

【摘要】

1. 当学では学費等の納入は口座振替となります。前期の振替実施予定日は5月1日となります。第2年度以降、後期の振替実施予定日は10月1日となります。なお、金融機関休業日の場合は、翌営業日となります。

2. 入学後、特定の科目を選択する場合は、別途実習費等が必要となることがあります。

例：スポーツ科目実習費　3,000円～40,000円・・・保健体育科目のスポーツ実習科目を履修する場合

　　教職課程科目聴講料 10,000円・・・教員免許状を取得しようとする場合

　　図書館司書課程聴講料　7,000円・・・図書館司書（学校図書館司書教諭を含む）の資格を取得

しようとする場合

3. 第2年度以降に必要な学費・諸会費は、授業料、施設費、基礎教育充実費（第2年度のみ）および学生健康増進互助会費です。第4年度に校友会費40,000円が必要となります。

Ⅸ．学生寮について
早稲田大学では、「留学ビザ」を取得した留学生のための「早稲田大学国際学生寮」を用意しています。1ヶ月の家賃が61,000円程度で、個室および朝・晩の2食が提供されるため、規則正しく安全に日本で生活することができます。また、「早稲田大学国際学生寮」以外にも、日本人学生・留学生を対象とした数種類の学生寮を用意しています。寮についての詳細な情報は合格者にお送りします。

Ⅹ．奨学金について
（１）日本人学生奨学金

早稲田大学では、独自の学内奨学金をはじめ、日本学生支援機構奨学金、地方公共団体奨学金、民間団体奨学金など、約250種の奨学金制度を用意しています。充実度は全国でもトップクラスになります。2008年度の奨学金受給者は、のべ約2万3千人以上、交付総額は約155億円にのぼります。2008年度入学の新入生で、奨学金を希望した学生の約80％が何らかの奨学金に採用されました。奨学金に関する詳細の情報は、2010年7月中旬に郵送を予定している入学手続書類に同封する「チャレンジ」をご参照ください。

（２）外国人留学生奨学金

外国人留学生を対象とした奨学金には、主に次のようなものがあります。ただし、所属する年度によって、募集する奨学金が異なりますので、ここに紹介する奨学金全てに応募できるわけではありません。また、これらの奨学金は、私費外国人留学生を対象としたもので、国費留学生や外国政府、奨学金団体等により学費が負担されている留学生は対象となりません。

（入学時選考の奨学金）

下記の3種類の奨学金の選考は、入学選考とあわせて行います。受給対象者には、入学試験結果通知時又は
最終入学手続（第二次入学手続）時前後にお知らせいたします。個別に申請書を提出する必要はありません。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位（日本円）
	種類
	給付対象者
	奨学金額
	期間

	私費外国人留学生奨学金
	私費外国人留学生の1年生、

入学試験の成績が優秀な学生
	200,000
	入学時

	大隈記念特別奨学金
	入学試験の成績が優秀な学生
	授業料全額
	4年間

	創立125周年記念奨学金
	入学試験の成績が優秀な学生
	600,000/年
	2年間


（入学後選考の主な奨学金）

次にあげる奨学金は、早稲田大学に入学してから出願できる奨学金です。奨学金の受給を希望する留学生は、4月入学者は毎年4月に、9月入学者は10月に、「奨学金登録票」（留学生用）に記入し、決められた期日までに申請書を提出することになります。

①学内奨学金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位（日本円）
	種類
	給付対象者
	奨学金額
	期間

	私費外国人留学生
授業料減免奨学金
	私費外国人留学生を対象、入学試験

又は学業成績が優秀な学生
	授業料の

50%, 40%, 20%
	1年間

	小野梓記念
外国人留学生奨学金
	修学上、特に経済的に

困難な外国人留学生
	360,000
	1年間

	大隈記念奨学金
	入学試験又は在学中の

成績が優秀な学生
	1,000,000
	1年間

	創立125周年記念奨学金
	学業成績が優秀な学生
	200,000
	半期

	創立125周年記念

新宅奨学金
	東南アジア及び東アジア地域出身の

私費外国人留学生
	500,000
	1年間

	創立125周年記念

林榮東奨学金
	台湾出身で経済的に修学困難な学生
	360,000
	1年間

	公認会計士稲門会奨学金
	アジア諸国国籍で経済的に修学困難な学生
	500,000
	1年間

	イオン・スカラシップ
	中国、マレーシア、タイ、台湾、

インドネシア、フィリピン又はベトナム籍の学生
	月額12万円

及び学費
	2年間

	早稲田韓国校友奨学財団
奨学金
	経済的に困難な韓国籍の学生
	400,000
	1年間

	早稲田韓国校友奨学財団

暁星奨学金
	学業成績が優秀な韓国籍の学生
	400,000
	1年間


②学外奨学金

	種類
	給付対象者
	奨学金額
	期間

	私費外国人留学生
学習奨励費
	学業成績・人物ともに優秀で、

経済的に修学困難な学生
	48,000/月
	1年間又は

6ヶ月

	朝鮮奨学会
	学業成績・人物ともに優秀で、

経済的に修学困難な

韓国籍・朝鮮籍の学生
	25,000/月

（学部学生）
	1年間

（継続申請可）


*奨学金の内容については、変更となる可能性があります。
*他にもたくさんの奨学金があります。詳しくは、下記ウェブサイトをご参照ください。http://www.cie-waseda.jp/lifeatwaseda/handbook/index.html
Ⅺ．出願書類の詳細

●Application Formは、当学部ホームページからダウンロードし、入力または記入してください。

●送付前に出願書類チェックリストにより送付物を確認し、チェックリストを出願書類と共に送付してください。

●出願書類はホチキスどめはせず、全てクリップで、チェックリストの番号種別に分けて止めてください。

●ファイルやホルダー等には入れないでください。

●簡易包装にご協力ください。

●両面印刷を行なわないようにしてください。

【提出書類】
ＡＯ入学試験＜9月入学＞に出願するすべての志願者が提出する必要があるもの

①Application Form – Page 1

●本人が、自筆またはパソコン・ワープロ等を利用して作成してください。”PERSONAL INFORMATION” 欄の日本語による記入欄以外は、すべて英語で記入してください。

●項目により記入が無い場合も所定の書式を崩さず、所定の枚数(4ページ)に収まるよう簡潔に記入してください。

●写真貼付欄に2009年12月1日以降に撮影したカラー写真を貼付してください。写真は、タテ4cm×ヨコ3cm、上

半身（脱帽）、正面を向いたもので、背景および枠なしのものを、裏面に氏名を記入のうえ貼付欄に全面貼付

してください。眼鏡の有無、髪型等審査会場において間違われるような写真、および写りの不鮮明な写真は受

け付けません。また、入学手続時に同一の写真が必要となる場合がありますのでネガまたは写真を保存してください。ご提出いただいた写真は、試験当日の本人確認、また入学後は学生証の写真として利用するほか、学内諸手続きにおける本人確認、および学内の各種Webサービス等に本人確認情報として登録させていただきますので、あらかじめご了承ください。

●E-mail Addressの欄には、hotmail及びmsnのアカウント以外のメールアドレスを記入してください。hotmail又はmsnのアカウントから送信されたメールへは、返信できない可能性があります。

●書類審査結果・面接通知の発送先について、希望する発送先住所を「Mailing Address」にて指定してください。「Current Address」または「Permanent Home Address」と同じ場合には、「The above "Current Address"」  または「The above "Permanent Home Address"」のいずれか該当する□にチェック（✔）してください。どちらにも該当しない送付先の場合には、「The Following Address」の□にチェック（✔）をし、発送先住所・電話番号を記入してください。
Application Form – Page 2

●Educational Backgroundは、小学校から現在にいたる学歴を以下の例のように時系列に記入してください。

例) Tokyo / Japan
  Waseda Primary School   
September / 1998 – June / 2004
Seoul / Korea
  Waseda Junior High School
September / 2004 – June / 2007
Beijing / China
  Waseda High School      
September / 2007 – June / 2010
●19ページから22ページに説明する⑤および⑥の書類について、”TEST INFORMATION” 欄に記入してください。

Application Form –Page 3, 4

●”ACADEMIC HONORS”、 ”EXPERIENCE OF STUDYING ABROAD”、 ”PERSONAL AND VOLUNTEER 

ACTIVITIES” に記入するものは、中学校卒業以降または中等教育前期課程修了以降のものに限ります。
●”ACADEMIC HONORS” 欄に記入した場合は、それを証明する賞状等のコピーを必ず同封してください。

(志願者本人の氏名が明記されているものを提出してください。）
●”EXPERIENCE OF STUDYING ABROAD” 欄に記入した場合は、留学先の教育機関の在籍証明書、成績証

明書（コピー可）を必ず同封してください。

●”PERSONAL AND VOLUNTEER ACTIVITIES” 欄に記入した場合は、それを証明する書類（パンフレット、記

事、賞状、証明書）のコピーを必ず同封してください。（志願者本人の氏名が明記されているものを提出してください。）
●証明資料には、必ず記入された実績に対応するように、Application Fornに対応する[Ref. No].を資料の右上へ記入してください。
●推薦状は必要書類ではありません。
②志望理由書

●以下の指示文に従い、必ず本人が英語により作成および記述をしてください。

Write an essay in English of around 1,000 words explaining why you wish to enter the School of International Liberal Studies.


[image: image1]
●必ずA4版またはレターサイズの白い紙を各自で用意し、黒インクを使用してください。

●パソコン・ワープロ等を使用し、フォントサイズ12、1行置きで作成してください。

●「タイトル」および「氏名」を最初に記入し、本文には志願者氏名や写真等を含めないでください。

●文章の最後に "the end" と記入し、複数枚になる場合はページ番号を付してください。
③大学入学資格を証明する書類、および④成績に関する証明書


●次のa.～g.のいずれかを提出してください。

a. 出身学校長が作成する調査書（厳封のもの、日本の高等学校または日本の中等教育学校

出身者は必須）

b. 高等学校または日本の中等教育学校の卒業または修了（見込）証明書および高等学校
または日本の中等教育学校の成績証明書

c. 高等学校または日本の中等教育学校の卒業証書および高等学校または日本の中等教育学校

の成績証明書

d. 高等学校卒業程度認定試験（廃止前の大学入学資格検定を含む）合格者は合格成績証明書、合格見込者は合格見込成績証明書

e. 日本以外の大学入学資格検定合格者は合格を証明する書類および成績を証明する書類

f. 教育制度上、学校教育課程12年（ないしそれ以上）を修了しても、卒業証書、卒業証明書に相当

するものがなく、国家試験等の統一試験またはこれに準ずる試験の合格が大学入学資格と中等

教育の卒業要件を兼ねる試験制度のある地域の出身者は、その試験の成績評価証明書

g. 上記の f. に該当する地域でありながら、国家試験等の統一試験またはこれに準ずる試験を受

験しなかった者、または合格しなかった者は、学校教育課程12年を修了した内容を示す出身高

等学校発行の証明書

※編入学または海外留学等により単位認定を受けた場合、認定単位の成績証明書も提出してくださ

い。

※飛び級または繰り上げ卒業により通常の課程を12年未満で修了した者で、飛び級した学年、理由など

が成績証明書に記載されていない場合、それを証明する出身学校作成の書類を別に提出してくださ

い。

⑤大学入学資格試験・統一試験の結果に関する証明書

●自国における大学入学資格試験や統一試験を受験していなくても、例えば、以下の「アメリカの教育制

度による者」に例示する “SAT I”や“ACT Test”は、アメリカ国外でも受験することができますので、自国以外の大学入学資格試験を受験し、提出されたスコアも有効とします。

●出願時に高等学校（中等教育機関）に在籍しており、卒業時期の関係で、国の統一試験・大学入学

資格試験の結果を提出できない（結果の提出が出願期間に間に合わない）場合には、Application Form の2ページ目「TEST INFORMATION」の該当欄（"*"が付してある欄） にチェックすると共に、受験予定の統一試験・大学入学資格試験の情報を記載してください。（提出できない理由書を別途添付する必要はありません。）上記以外の理由で試験の結果を提出できない場合は、その理由を英文により書面（書式自由）で必ず提出してください。ただし、理由書の内容によっては受け付けられない場合がありますので、出願前に、

当学部アドミッションズ・オフィスまで必ずお問合せください。
●大学入学資格試験、統一試験の結果に関する証明書の例

（日本の教育制度による者）

大学入試センター試験の成績通知書を提出してください。大学入試センター試験の結果を提出できない場合は、SAT I または ACT Testの受験結果を提出してください。(SATⅠ、ACT Testの詳細については、下記「アメリカ合衆国の教育制度による者」を参照してください。)
※2010年1月に実施される大学入試センター試験を受験する予定の方は、同試験の出願時に必ず成績開示(志願者本人に成績通知書を送付すること)の申し込みをしてください。成績開示は2010年4月中旬～4月下旬の予定のため、当学部AO入試（9月入学）出願締切までに成績通知書の提出が間に合いませんので、提出が遅れる旨を記載した文書（書式自由）を出願書類と共に提出してください。その後、成績通知書を受領次第、2010年4月30日（金）必着で、通知書の原本を当学部アドミッションズ・オフィスまで必ず提出してください。なお、成績通知書以外の出願書類は、2010年4月14日（水）（後期日程出願締切日）必着で提出されていることが必要です。
（中国の教育制度による者）

普通高等学校招生全国統一考試の受験結果を提出してください。中国内の高校における国際学級に在籍する者は、SAT I または ACT Testの受験結果を提出してください。(SATⅠ、ACT Testの詳細については、下記「アメリカ合衆国の教育制度による者」を参照してください。)
（韓国の教育制度による者）

大学修学能力評価試験 (CSAT) の受験結果を提出してください。大学修学能力評価試験(CSAT)のスコアを提出できない場合は、SAT I または ACTの受験結果を提出してください。(SATⅠ、ACT Testの詳細については、下記「アメリカ合衆国の教育制度による者」を参照してください。)
（台湾の教育制度による者）

次の①および②のいずれも提出してください。
①学科能力測験または指定課目考試の受験結果を提出してください。
＊2010年（中華民国99年度）1月に実施される学科能力測験を受験する予定の方のうち、当学部2010年度9月入学試験“前期日程”へ出願をされる方は試験結果の提出が出願締め切りに間に合いませんので、提出が遅れる旨を記載した文書（書式自由）を出願書類と共に提出してください。その後、試験結果を受領次第、2010年3月4日（木）必着で国際郵便にて当学部アドミッションズ・オフィスまで送付してください。なお、同試験結果以外の出願書類は2010年2月18日（木）（前期日程出願締切日）必着で提出されていることが必要です。
上記日程に間に合わない場合は、後期日程での審査対象とします。
②所属する高等学校が作成する「大學甄選入學招生　學生個人成績暨排名百分比對照表」

＊『大學甄選入學招生簡章』に記載される「在校成績」の説明に則って作成してください。
【必須記載事項】

· 高一及高二各學期之平均成績以及含德行之學業成績

· 學業成績之總平均

· 總平均以及各科目的百分比  (表上需註明「全校分數百分比」或是「班級分數百分比」)

※「學生個人成績暨排名百分比對照表」は、高等学校が統一の規定に従って発行する「全校分數百分比」あるいは「班級分數百分比」のどちらかを提出してください。

（シンガポールの教育制度による者）

シンガポール教育省が行うGCE Aレベルの成績評価証明書を提出してください。

（マレーシアの教育制度による者）

STPM（Sijil Tinggi Persekolahan Malaysia）、または、UEC（United Examination Certificate）の受験結果を提出してください。なお、日本国内において準備教育課程を修了した者、あるいは修了見込の者は、SPMの受験結果に加えて、STPMの受験結果がないことの理由書またはAレベルの成績評価証明書を提出してください。
（インドネシアの教育制度による者）

SPMB （Seleksi Penerimaan Mahasiswa Baru）、または、UAN（Ujian Akhir Nasional）の受験結果を提出してください。Aレベルの教育課程で勉強している受験生は、GCE Aレベルの成績見込み評価証明書(GCE Predicted Score)を提出してください。

(ベトナムの教育制度による者)
UEE(University Enrolling Examination）の受験結果を提出してください。
(タイの教育制度による者)

O-NET （Ordinary National Educational Testing）の受験結果を提出してください。

(香港の教育制度による者)

HKALE（Hong Kong Advanced Level Examination）の受験結果を提出してください。

（アメリカ合衆国の教育制度による者）

SAT Ⅰ　（College Board から直送する際の、早稲田大学のコードは0837です。なお、新制度のスコアのみを有効とします。）、またはACT Testの受験結果を提出してください。なお、出願期間締切の1か月前[前期：2010年1月18日(月)、後期：2010年3月14日(日)]までに受験したテストの結果のみを有効とします。
（イギリスの教育制度による者）

GCE（Aレベル1科目以上、またはASレベル2科目以上）の成績評価証明書を提出してください。
（カナダの教育制度による者）

ブリティッシュ・コロンビア州の教育制度による者
・Provincial Examの成績が記載された成績証明書を提出してください。

オンタリオ州の教育制度による者
・大学進学のために、Grade12で取得するUniversity preparation (U) courses または University/College Preparation (M) courses 6単位が記載された成績証明書を提出してください。

（ドイツの教育制度による者）

Abitur の成績評価証明書を提出してください。
（オーストラリアの教育制度による者）

HSC（Higher School Certificate）、VCE（Victorian Certificate of Education）、UAI（University Admission Index）等、州の試験機関が12学年において実施する試験の結果証明を提出してください。
（ニュージーランドの教育制度による者）

NCEA (National Certificate of Educational Achievement) Level　3の成績評価証明書またはBursariesの成績評価証明書を提出してください。

（フランスの教育制度による者）

Baccalaureat の成績評価証明書を提出してください。

（スウェーデンの教育制度による者）

　自国における大学入学資格試験や統一試験がない旨の理由書（書式自由）を提出してください。
（インターナショナルバカロレアの教育制度による者）

最終試験6科目以上の成績見込み評価証明書(IB Predicted Score)、又は成績評価証明書を提出（合格者

はIB Diplomaの原本も提出）してください。
⑥英語能力に関する証明書


・ TOEFL / iBT、CBT または PBT　(TOEFL-ITPは不可)

（ETSから直送する場合の早稲田大学国際教養学部のコードは、8547です)

・ TOEIC (TOEIC-IPは不可)

・ IELTS(Academic)

・ GEPT(General English Proficiency Test)

・ 実用英語技能検定（英検）

●上記の試験の結果を提出できない場合は、その理由を英文により書面（書式自由）で必ず提出してください。ただし、理由書の内容によっては受け付けられない場合がありますので、当学部アドミッションズ・オフィスまで出願前に必ずお問合せください。

日本国籍を有しない志願者が、上記①～⑥に加えて提出する必要があるもの
⑦留学にかかる経費負担計画書および在留中1年間の学費・生活費の支弁能力があることを証明する書類

●経費負担計画書

所定の様式に、当学部への留学に必要な経費（1年間の学費及び生活費）をどのように負担するのかについ

て記入してください。

※所定の用紙に記入してください。
※志願者本人の署名を忘れないようにしてください。
●預金残高証明書（出願から3ヶ月前までに発行されたものが有効）

親族等からの仕送りによる場合は、送金者名義の証明書。本人が学費・生活費を支弁する場合は、本人名義　

の預金残高証明書が必要になります。

※必ず原本をご提出ください。
※預金残高は、日本円で200万円以上あること（日本円以外の通貨の場合は、その通貨で日本円200万円以上に相当する金額であること）が望ましい。

※銀行の通帳のコピー、銀行から毎月送られてくる取引内容報告書等は、証明書として認められません。
※証券会社の株式等の有価証券の残高は、預金残高証明書として認められません。

●経費支弁書
預金残高証明書の名義人の署名がされている支弁書が必要になります。

※所定の用紙に記入してください。
※経費負担計画書の奨学金の欄に記入された方は、給付金額および給付期間を明示した奨学金の給付に

関する証明書を提出してください。

※これらの書類、証明書は必ず日本語または英語で作成してください。銀行等から英文預金残高証明書が

発行されない場合は、翻訳文を添付してください。送金者が経費支弁書を日本語または英語以外の言語で

記入した場合は、翻訳文を添付してください。（公証書不要）

日本在留資格を持たない外国人志願者が、上記①～⑦に加えて提出する必要があるもの

⑧在留資格認定証明書交付申請関係書類（ａ．～ｄ．のすべて。韓国国籍の方はｅ．も加えて提出。）

ａ．在留資格認定証明書交付申請書
所定の様式その1～3を使用してください。中国、韓国、台湾からの志願者は、自分の氏名を英語および漢字

の両方で記入してください。

ｂ．履歴書
所定の様式に英語で記入してください。
ｃ．写真
Application Formに貼付するものと同じ写真を2枚（裏側に氏名を記入）提出してください。うち1枚を、「在留資格認定証明書交付申請書」に貼り付けてください。
ｄ．パスポートのコピー

パスポートを所持していない場合には、提出の必要はありません。すぐに申請してください。

ｅ．住民票

韓国国籍の志願者は、自分の漢字表記の氏名を証明できる住民票もしくは住民カードのコピーを提出してください。その他の国籍の方は提出する必要はありません。


※当学部の入学試験に合格した後、所定の入学手続が完了し入学が決定した者で、外国籍を持つ志願

者は、原則として「留学ビザ」を取得することが必要です。「留学ビザ」の申請には「在留資格認定証明

書」とパスポートを自国の日本大使館または領事館に提出しなければなりません。当学部では外国人

学生に限り法務省東京入国管理局に「在留資格認定証明書」取得のための代理申請を行います。所

定の書類が提出されない場合や書類に不備がある場合は、「在留資格認定証明書」の代理申請は行

いません。なお、代理申請もしくはビザ申請を別途行った場合（二重申請）、「在留資格認定証明書」

は不交付となりますので注意してください。また、場合により入国管理局より追加書類の提出が要求さ

れることがあります。
「留学ビザ」取得までの流れ（①→②→③→④→⑤→⑥）

日本大使館／領事館

⑥許否の返事／ビザ取得　↓　↑　⑤ビザ申請

志願者

①必要書類の提出／学費支払　↓　↑　④在留資格認定証明書／入学許可書送付

早稲田大学国際教養学部

②在留資格認定証明書の代理申請　↓　↑　③在留資格認定証明書交付

法務省入国管理局

日本在留資格を持つ外国人志願者が、上記①～⑦に加えて提出する必要があるもの
⑨外国人登録原票記載事項証明書または、外国人登録証の表・裏両面のコピー

※日本の「永住者」、「日本人の配偶者等」、「永住者の配偶者等」、「定住者」以外の在留資格を有する

場合は、入学決定後に各自で必要に応じて「留学」の在留資格への切り替えを行っていただきます。

※日本の「永住者」、「日本人の配偶者等」、「永住者の配偶者等」、「定住者」の在留資格を有する場合

は、⑦の提出は不要です。



早稲田大学国際教養学部

アドミッションズ・オフィス

〒169-8050
東京都新宿区西早稲田1-6-1　
TEL:+81-3-5286-1716

FAX:+81-3-5286-9736
<受付時間：月～土　9時～17時(日本時間)>

E-Mail: sils-ent@list.waseda.jp

自国において、大学入学に必要な大学入学資格試験や統一試験の制度がある場合は、その結果の原本または原本照合を受けたコピーを必ず提出してください。日本語、英語以外の言語の場合は、大使館、公証役場等で公証印を受けた翻訳を添付してください。下記に代表的な国の統一試験の内容が記載されてありますので、よく読んでください。なお、出願期間内に提出されたものを有効とします。


(試験実施団体からスコアカードを直送する場合も、出願期間内に到着したものを有効とします。)





【出願書類送付先】


〒169-8050


東京都新宿区西早稲田1-6-1


早稲田大学国際教養学部


ＡＯ入試＜９月入学＞係





You should use your personal experience as the basis for your essay. Please feel free to describe not only what you hope to gain from studying at SILS, but also how you hope to contribute to SILS as an international community.








これらの書類は、必ず原本を提出してください。日本語文または英語文のものを提出してください。


原本を提出することができない場合は、事前に国際教養学部事務所または高等学校等で原本照合を


受けたコピーを提出してください。又、証明書が複数ページに渡る場合には、全てのページに学校印又は発行責任者の署名が必要です。日本語、英語以外の言語の場合は、大使館、公証役場等で公証印を受けた翻訳を添付してください。





下記にあげるいずれかの試験のスコアカードの原本または原本照合を受けたコピーを提出してください。


なお、以下の期間に受験した試験のスコアのみを有効とします。


前期：　2008年1月1日(火)～2010年1月18日(月)、後期：　2008年3月1日(土)～2010年3月14日(日)


また、出願期間内に提出されたものを有効とします。


(試験実施団体からスコアカードを直送する場合も、出願期間内に到着したものを有効とします。)











※すでに大学や短期大学、日本語学校等に就学している場合は、その成績証明書および在学証明書（原本）を上記に加えて提出してください。








アピールしたい内容については、必ずApplication Formの所定欄に記入して、その証明となる英訳の資料


を添付してください。証明資料が同封されていない、”ACADEMIC HONORS”、 ”EXPERIENCE OF 


STUDYING ABROAD”、”PERSONAL AND VOLUNTEER ACTIVITIES”は、評価の対象となりません。


”ACADEMIC HONORS”および”PERSONAL AND VOLUNTEER ACTIVITIES”については、アピールしたいと考えるものを最大3つまで記入してください。
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